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研究成果の概要（和文）：本研究は、幼児期における子ども主体の協同的な学びの保育が保育の質向上といかに
関連性を持ち、また、そのような志向性が高い園ではどのような園の特徴があるかを明らかにすることを目的に
研究を行った。その結果、職員間の同僚性を促進し、保育を振り返るための時間の確保することが、保育者の子
どもへの応答性を高め、子ども自律型の保育を軸とした協同的な学びを支え、保育の豊かさへとつながっている
ことが確認された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to determine how child-centered cooperative 
learning in early childhood is related to the improvement of the quality of childcare, and to 
identify the characteristics of preschools with a high level of such an orientation. The results 
confirmed that promoting collegiality among staff and allowing time for reflection on childcare 
enhances the responsiveness of caregivers to children, supports cooperative learning based on 
child-autonomous care, and leads to enriched childcare.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
わが国の歴史的・文化的・社会的における保育の質は自明ではない。本研究では、子どもの主体性が尊重され、
協同性を高めることが、保育の豊かさにつながっていることを明らかにしたことの意義は大きいと考える。ま
た、それは、園における語り合う風土の醸成など園長などのリーダー層のマネジメントの役割の重要性を示すこ
ともできたと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 わが国では、幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育保育要領の
改訂などがあり、保育の質向上、あるいは子ども主体の保育が求められている。特に、小学
校への滑らかな接続が求められるなど、主体的であると同時に「協同的な学び」であること
が重要な視点である。 
しかしながら、わが国の歴史的・文化的・世界的背景における保育の質は自明ではないほ
か、子どもの主体性を尊重し、遊びを通した協同的な保育実践は必ずしも一般的に行われて
いるとは言えない実態もある。乳幼児期の保育の質の重要性などを示す研究なども報告さ
れるようになり、その重要性は認識されるようになってきたが、わが国において実践的な視
座から保育の質とは何かを明らかにされていない実態がある。また、主体性や協同性の重要
性が指摘されているが、それが保育の質とどうつながるかを明らかにしているとはいいが
たい実態がある。 
 
２．研究の目的 
本研究は、「子ども主体の協同的な学び」による保育（幼児教育）の実態とその意義（保
育の質との相関）を明らかにすることを目的とする。ここで言う「協同的な学び」とは、「プ
ロジェクトアプローチ」と呼ばれるものや、「協同する経験」、あるいは「協同的活動」など
と呼ばれるものを総合的に捉えたものである。 
具体的には、子どもの主体的で、協同的で、継続的な、テーマ性を持った活動を指す。そ
の中でも、子どもの主体性を尊重するとともに協同性を重視する保育実践と保育の質との
相関を明らかにしたい。特に、そのような志向性の高い園にはどのような保育の特徴があり、
保育の質を高めるための園運営の特徴があるかを明らかにしたい。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、３つの側面から研究を行う。 
（１） 文献および先行研究の整理 
第一には、協同的な学びによる保育に関する文献および先行研究の整理を行うことで、研
究の意義と課題を見出す。 
（２） アンケート調査 
第二には、保育所・幼稚園・認定こども園の園長を対象としたアンケート調査を行い、保
育の質と主体的で協同的な保育の関連性の分析を行う。 
（３）インタビュー調査 
第三には、第二のアンケート調査結果に基づき、主体的で協同的な保育の志向性が高い園
の園長を対象にインタビュー調査を行い、質的分析を通して、保育の質を高めている園の運
営の特徴を明らかにする。 
 
４．研究成果 
 
（１）先行研究の整理と本研究の位置づけ 
 「協同的な学び」（あるいは「協働的な学び」）の概念は、古くはジョン・デューイにさか
のぼる。その流れは、プロジェクト活動等として世界中に広がっている。小学校以上の教育
のみならず、幼児教育においても広がっている。日本においても、例えば、倉橋惣三は当時
のコンダクトカリキュラム概念を踏まえ、「誘導保育論」として、子どものさながらの生活
のとしての「遊び」の延長線上に「誘導」（つまり、プロジェクト的、あるいは「協同的な
学び」的な活動）を位置づけようとしてきた。しかしながら、これらの用いられ方は一様で
はない。ここでは十分に記すことはできないが、「協同的な学び」は重要なキーワードであ
りながら、多様な文脈で持ちられてきた概念である。 
本研究では、保育現場において「協同性」を育むとされる活動としては「協同的活動」「プ
ロジェクト活動」「テーマ活動」などが挙げられるが、これらは概念規定も一定ではなく、
具体的にどのような活動を指すのか、十分な整理がなされていないのが現状である。 
そこで、本研究では幼稚園要領・保育所保育指針等において、子どもたちが主体的に活動
することの重要性が謳われているという点を踏まえて、主に５歳児クラスの子どもたちが
自律的に活動するような保育を「協同的な学び」の中核に据えて、保育者が主導となるよう
な活動と対比させながら、背景要因について検討することを第一の目的とする。 
この「協同的な学び」とは，「保育の質」という視点に立てば、「協同性」という「成果の 
質」を支える「プロセスの質」の一部であると言えるが、「プロセスの質」の視点では、子
どもと保育者との関係性を含むあたたかさや、やりとりの質などが含まれる。そのため、本
研究では、保育者が子どもに対してどのような関わり方をしているのかについても着目し、



「協同的な学び」との関係性について検証する。 
 
（２）アンケート調査の概要 
 本研究において、先行研究の整理を踏まえ、アンケート調査を中心に研究を進めてきた。
幼児期における子ども主体の協同的な学びの保育が保育の質向上といかに関連性を持ち、
また、そのような志向性が高い園ではどのような園の特徴があるかを明らかにすることを
目的に研究を行った。 
 首都圏の幼稚園、認可保育所、認定こども園の園長（所長）を対象とした質問紙調査を実
施した。調査への協力は任意であることを説明し、保育関連団体の協力を得た上で、園長（所
長）対象の研修会会場等で、もしくは園ごとに郵送によって調査票の配布・回収を行った。
計 2641 部 配布し、1090 部の回答を得た（回収率 41.3％）。 このうち、完答データ 820 部
を分析に用いた。園種による内訳は、幼稚園 187（22.8％）、認可保育所 574（70.0％）、認
定こども園 59（7.2％）である。 
 
（３）アンケート調査結果 
本研究では、園長による園の運営が、保育者の子どもへの関わり、5歳児クラスにおける
保育、そして、保育の豊かさにどのように関与するかを検証するモデルについて、共分散構
造分析を行った。その結果が Figure１である。職員間の同僚性を促進し、保育を振り返る
ための時間の確保することが、保育者の子どもへの応答性を高め、子ども自律型の保育を軸
とした協同的な学びを支え、保育の豊かさへとつながっていることが確認された。 
つまり、子どもの主体性を尊重し、協同的な学びの実践は保育の豊かさ（質）と関連性が
あり、園長による園の運営、保育者の子どもへの関わり（応答性に加え、ゆるやかな統制）、
との関連性があることを明らかにした。 
 
 

Figure1 5 歳児保育における保育の豊かさと子ども自律型保育、園長の運営との関連性 
 
（４）質的調査による分析結果 
 本研究では、子ども主体の協同的な遊びや活動を重視する保育への志向性の高さが、保育
の質向上に結び付くとの仮説のもとに研究を行ってきた。そうした志向性のある園では、ど
のような取り組みを行っているかを分析することにより、保育の質を高めるための構成要
素を明らかにすることができるのではないかと考えた。園長を対象にした質問紙調査を実
施し、「職員間の同僚性の向上や保育を振り返るための時間の確保といった園長の取り組み
が，保育者の受容的な関わりや子ども自律型保育へとつながり，それらが保育の豊かさを高
める」ことを導き出した。つまり、園長の「園の運営」のあり方が子ども主体の協同的な遊
びや活動の志向性を高める要因となると言える。 
質問紙調査では「園の運営」の要因として、「職員間の同僚性の向上」「職員のスキル向上」
「園の理念・方針共有」「振り返り時間の確保」「地域との連携」「保護者との連携」の 6つ
があることがわかった。そのため、この６つの園運営の要因について、それぞれの園ではど
のような取り組みを行っているかを分析することにより、子ども主体の協同的な質の高い
保育を行う構成要素を明らかにできるのではないかと考え、インタビュー調査を行った。 
質問紙調査に回答いただいた園の中で、子ども主体の協同的な活動への志向性が高かっ



た園の園長を対象にインタビュー調査を行った。その志向性が高かった園には「子ども自律
重視」「かかわり重視」の２つのタイプがあり、その２つのタイプを考慮し６園を選定し、
インタビュー調査を行った。質問項目は、質問紙調査から導き出された「園の運営」に関す
る６つの要因（「職員間の同僚性の向上」「職員のスキル向上」「園の理念・方針共有」（園の
変化のプロセス・長のリーダーシップ）「振り返り時間の確保」「地域との連携」「保護者と
の連携」）について、園長を対象に半構造化面接を行った。その結果については、現在、論
文投稿に向けて作業をすすめている。 
 その結果概要として、子どもの自律性（主体性）および協同性を高める保育を進めている
園の特徴としては、おおよそ以下の概念がうかびあがっている。 
〇リーダー層のマネジメント（理念共有、働き方・ライフデザイン、職員の主体性重視、若
手職員の主体性、葛藤を乗り越えるチーム作り、リーダー層の役割、ICT 活用） 
〇園内の語り合う風土（時間、記録、計画、子ども理解、ドキュメンテーション、写真活用、
ウエブ、受容的な関係性づくり） 
〇保育実践の見直し（遊び中心の保育、ていねいな保育、行事の見直し、既存目標の見直し、
環境の見直し、子どもの生活を面白がる風土形成） 
〇保育を開く・地域資源の活用（公開保育の充実、他園との連携、小中学校との連携、外部
研修の活用、保育への地域資源の活用） 
〇家庭との積極的な連携（発信、信頼関係、保育参加、保育理解、多様化し変化する保護者
へのかかわり） 
 以上が、子どもの自律性（主体性）を尊重し、協同的な活動を重視し、保育の質を高めて
いる園の園長が園運営において重視している内容と考えられる。特に重要なのは、保育にお
いて、「子ども、職員、家庭、地域との対話」が基盤となり、「職員間の語り合う風土」を重
視し、「保育を外に開き」、「これまでの保育の在り方を見直し」再構築しようとするマネジ
メントの意識が共通に見いだされた。 
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